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いでいくことにつながった。 
• 考察： 相手のファシリテーションの特徴に伴走することで、自分との違いが
明確になるとともに、自分のファシリテーションの幅を広げる気づきを得る
ことができた。また、突然の無茶ぶりのような問いかけは、筆者や参加者の思
考を揺さぶるものであり、生成的な答えを生み出すことにつながる。同年代で
気心の知れたEさんだからこそ遠慮しない問いを発したのに対し、事例②や③
での筆者の投げかけは上下関係ゆえの遠慮はある程度あったと感じる。 
3.2 考察のまとめ 
これらのすべての事例において、筆者はファシリテーションの熟達に寄与す
る気づきがあったと感じた。しかし、それぞれの事例で学びやファシリテーシ
ョンの成果は異なるものであった。 
チーム・ティーチングでのメイン−サブのような、当日も時間的・活動的に役
割を分担するわけではないが、今回の5事例においても事前にある程度の役割分
担を決めていた。事例①では結果として「思考特性によるふるまい方」により分
担していた。事前に決めていた訳ではなく、即興の中で生成されたやり方であ
り、ファシリテーター同士の掛け算的な化学反応が生まれた事例である。一方、
事例④は他者のファシリテーションを参加者視点で刺激的に学ぶ機会にはなっ
たものの、「パートごと」にファシリテーションを分担したことで、個人のファ
シリテーション能力に頼る場面が多く、足し算の域を出ないものであった。そ
れ以外の事例では、事例②ではテーマと専門性の兼ね合いから「進行と解説」、
事例③では両者の立ち位置から「メインとアドバイザー役」、事例⑤では「メイ
ンとサポート役」と「パートごと」の組み合わせ、という形で事前に役割を分担
して進行した。しかし、事例②、③、⑤では、足し算的な役割分担を超えて、即
興性や協働性が生まれたことを実感できた。その要因は、ファシリテーター同
士の対話的な進行方法であると考える。参加者へのベクトルだけではなく、フ
ァシリテーター同士も、互いに問いを投げたり、確認をしたり、同意を得たり、
とベクトルを出している状態で進めていた。これは、裏舞台での仕掛けとして
役割は決めてはいるものの、当日は時間的・活動的な役割分担に固執していな
い。表舞台ではそれぞれがファシリテーターとして場や参加者を含めた状況に
常に参画し、相手の役割にも時に介入したり、サポートしたりを繰り返す。この
ような「役割のオーバーラップ」をするからこそ、それぞれのファシリテーター
が、その時点のその状況で足りなかったことや、新たに出てくるものに気づき
ながら進行することができる。 
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参加者にアンケートを取った訳ではないが、結果として、参加者の目にも、2
人のファシリテーターが楽しみながら実施しているように見えたのではないだ
ろうか。ファシリテーターが内発的な興味を土台に、ファシリテーションその
ものを楽しんでいることが、参加者の興味を引き出し、参加者にとっても楽し
い場へと誘うのではないだろうか。ファシリテーターがより熟達するためには、
どんなファシリテーターと組んだ場合も、対話しながら、楽しみながら、遠慮な
くやってみることが大切なのだと考える。 
4. おわりに 
今回は、最近筆者が体験した他者とのファシリテーションの協働事例につい
て紹介し、実践の中で他のファシリテーターからの学びについて考察した。わ
ずか5事例であったものの、コ・ファシリテーションの取り組みは、ある程度熟
達したファシリテーターがさらなる熟達を目指す際の方法論の1つとして可能
性を確かめることができた。今後も、多種多様なファシリテーターとの協働す
る機会を成長の機会と捉え、チャレンジしたいと思う。 
デザイン学論考は最終号であるが、デザイン学の探求が終わる訳ではない。
デザイン学修了生として、引き続き、デザイン学を論じ、考える機会を持ってい
きたいと思います。 
 「デザイン学」への問い 
+ どんな人と一緒にファシリテーションをしてみたいですか？ 
